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1.はじめに

非線形周波数混合によって発生できる波長可変コヒーレント光は.広

帯域波長可変レーザの存在しないVuV域において重要な地位を占めてい

る｡この光源はSOR光源などに比べると,著しく輝度が高く,かつスペ

クトル頃が狭いため,分光器を必要としない高分解能VUV分光への応用

が数多く行われるようになってきた｡

筆者らは極短波長レーザ開発の一環としてXuVレーザ励起用工手シマ

レーザ増幅システムとともに,周波数混合法を利用した波長可変V脚光

藻の開発を進めている｡後者についてはCdを非線形媒質とする共鳴4光

波混合(Fig.1)によって,ス　110- 150　　のVuV域をカバーできる

ようになったOここでは,この波長可変VUV光源について報告するC
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基本波用XeCIU-ザ助産色素レ-ザシステムをFig.2に示す0　2光子

共鳴用色素レ-ザ(周波数wl )凱発振器と3段増幅

乳液長持弓偶レーザ(a)2 )は発振器と2段増幅恩か
らそれぞれ構成されているC丙出力をCd蒸気坤へf = 50

C洞のレンズで集光し. vuv光o)m-　2m. +Q),杏
発生させる　Fig.3紘Cd蒸気先生用のヒ-トパイプオー

ブン,および基本波とVuV光を分鮭するためのLiF結晶

分光系である0分光されたVuV光の強度をLiF板の表面

反射を利用してモニターし,透過光を各種実験に利用で

きる｡

3. VUV光の特性

Cdの場合, 2光子共鳴準位として　6

1sQ,71So,51D2,61D2などが

利用でき･ W2レーザとして数種頬の色
素レ-ザを用いれば広いVuV域でコヒ～

レント光を発生できるc

Fig.4は6 'S.を2光子共鳴準位と

し, W2としてCouraarm 540A色素レー
ザを帝弓ルたときに発生するVUV光スペ

クトルである｡ 61S詔pl共鳴近

Fig.1. VUV光発生過程
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Fig.2.レーザシステム
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傍で著しいVuV光強度

の増大が見られる｡こ

の増大は,主垂子数n

が小さいほど大きくな

る｡発生するVUV光を

p-xylene(0. 5 Torr)を

封入したチェンバーに

導き生成されるイオン

数を潮定することによ

ってVuV光の絶対出力

雷雲66巧言; -81P
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Fig.4. VUV光強度分布(共鳴効果)

共鳴近傍で掃弓ルたときに得られた最大出力

は約24mであった｡このとき(0.　0),レーザの出力はそれぞれ

160 K軌78k相, vuv光への変換効率は約　x 10-4であるBまた,共

鳴遷移近供でのVUV光出力スペクトル臥　基本波強度とCdの密度によ
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Fは.5. VUV光強度分布(9P近傍)

って大きく-する0-例をFig.5に示す｡ 61SQ -91P共-傍でW2レ-ザを掃恥た
ときのVuV光強度スぺクト)しである｡高いCd密度に対してVUV光出力が共鳴中心で飽和し,かつス

ぺクトルが広がるのがわかる｡

Fig.6は･ 2光子共鳴準位として51D2,61D2,71SQを利用し･ W2レーザとして(a)
Fluorescein 548, (b)Rhoda約ine 6G, (c)Rhoda一

訊ine B, (d)Rhodam‡ne 640, (e)DCM, (f)LDS 698

を用いて発生させたyUV光の出力分布であるC相

対的な出力を比較するため･基凍波頚度はα1 I

W2レJ7-とも10 kW (co,レ-ザについてはピ
ーク値)で. Cd圧力は10 Torrに保たれているo

Figs.4,5の場合と異なり　^vuv -　2ct)1 + (0,
がエネルギー的にCdのイオン化限界より大きいた

め　vuv光の強度スぺクトJi/に構造は現れない｡

Fig.7抜,スペクトル分解能を評価するためこ

のVuV光源を用いて観測したCOの

吸収スペクトルである｡ 10-3 nut

以上鮭れた回転線が完全に分鮭さ

れており分解能ス/△ス　w　が

得られているB

今後,このVUV光源の応用実験

を進めると同時に,波長可変コヒ

-レントXUV (ス<100 nut)光源

の開発を行う予定である｡
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Fig.6. VUV光強度スペクトル
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Fig.7. COの吸収スペクトル
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